
 

 

５．名古屋圏の住宅地 

名 古 屋 市 
 
 

・ 
 
・ 

全体で 1.8%上昇（前年 0.0%）。全体的には、優良住宅地を中心に需要が強く、震災リスクの高い港区以外
は全ての区で上昇となった。 
高級住宅地を有する東区は 5.7%上昇（前年 0.9%上昇）、昭和区は 4.5%上昇（前年 0.0%）、千種区は
3.7%上昇（前年 0.7%上昇）と、高い上昇率となった。 

名古屋市以外 
 
 

・ 
 
 

西三河地域は、地域経済が好調で堅調な住宅需要から、上昇となった市町が見られる。特に刈谷市 3.7%
上昇（前年3.0%上昇）、安城市3.6%上昇（前年2.6%上昇）、みよし市3.7%上昇（前年2.4%上昇）と、高い
上昇率となった。 
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